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芋生 和代

２０２4年度



目標 1.多職種向けACP研修を成功させ、地域
での定着を促進する

2.訪問看護ステ－ションの運営、業務全
般の助言や指導、制度や診療報酬につ
いて正しい知識が得られる。

3.訪問看護ステ－ションの現場体験を
通して、地域連携につなげるための
役割について理解を深め、継続看護の
重要性を認識する。



• 6月22日『ACP支援実践人材育成研修』

スバルホ－ル 41名

研修事業



ACP研修
ステ－ション
スタッフ

医師やケアマネ

地域包括支援センタ－
理学療法士



体験研修

電話相談



相談件数
２7件

相談者：地域の訪問看護ステ－ションの

管理者・職員（スタッフ・事務職員）

ケアマネ－ジャ－・地域包括支援センタ－

保健所の保健師

相談内容：診療報酬・契約書・運営

電話相談



事業全体のまとめ
 多職種間での意見交換や立場の違いを理解し、人生会議を開くことの意義や難しさを実際に体験

できる機会となった。今後府民にもACPを広めていける人材育成の一端を担える研修となったと
考える。参加者数は、まだまだ少ないので、今後ACP研修を重ねて実施して行く必要があると考
える。

 日々の業務の中で報酬関係や指示書や記録などわからない時に電話やFAXですぐに相談できて解
決の糸口が見つかる教育ステ－ションが地域にあることは多くの方にとって心強く有益であると
考える。

 病院看護師が、、生活を視点に置いた看護を在宅の現場を体験することで、病院から在宅、在宅
から病院への継続看護の重要性を再認識する機会となり、地域連携につなげる必要性を学んでい
ただけたと考える

 今回、２か所のステ－ションが教育ステ－ション活動を行ったが、情報交換や協力体制が充分と
れなかった。もう少し積極的にかかわりを持つべきだったと考える。事業を実施する管理者の負
担軽減のためにも連携や協力体制の構築は、必要不可欠である。
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